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里山
人が住み、生活する中で、
適度に人の手が入ることに
より形成され守られてきた地域

里海
人が豊かな海の恵みを
利用しながら生活や生産
活動を行ってきた沿岸域

能登の里海能登の里山

「能登の里山里海」は、農林水産業を中心に自然と調和した人々の暮らしが営まれている地域
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農林漁業と深く結びついた祭礼
キリコ祭り あえのこと

あばれ祭り 能登のアマメハギ

優れた里山景観

のとキリシマツツジ

棚田

白壁黒瓦の家並み

間垣

伝統的な農林漁法
はざ干し 海女漁

伝統的な技術
輪島塗 炭焼き

揚げ浜式製塩法

能登上布
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世界農業遺産「能登の里山里海」の保全・活用

世界農業遺産活用実行委員会
(2011.6設立)

（構成メンバー）
県、能登４市５町、ＪＡ、商工会等

（主な事業内容）
●他の認定地域と連携し、ＰＲ実施
●次世代継承の取組 等

能登地域GIAHS推進協議会
(2010.11設立）

（構成メンバー）
能登４市５町

（主な事業内容）
●世界農業遺産保全計画の策定
●生物多様性ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟの運営

アドバイザー
国連大学（OUIK）、金沢大学、
北陸農政局、石川県

連携

オブザーバー
国連大学（OUIK）、北陸農政局

連 携助 言

世界農業遺産を活用した
能登地域の活性化「能登の里山里海」の保全・継承

（GIAHS申請主体）

助言・支援 連 携

様々な地域振興の取組が進展 4
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能登半島地震・奥能登豪雨の概要

（１）発生日時
令和６年１月１日１６時１０分頃

（２）震源地
石川県能登地方（震源の深さ 約１６km）

（３）地震の規模
マグニチュード７．６（最大）

（４）県内の震度
・震度７ :志賀町、輪島市
・震度６強:七尾市、珠洲市、穴水町、

能登町
・震度６弱:中能登町
・震度５強:金沢市、小松市、加賀市、

羽咋市、かほく市、能美市、
宝達志水町

・震度５弱:白山市、津幡町、内灘町
・震度４ :野々市市、川北町
※津波:能登町や珠洲市で４ｍ以上の津波の浸水高を観測

能登半島地震 奥能登豪雨

（１）発生日時
令和６年９月２１日から２３日かけて

（３）降雨の状況
・北陸地方に停滞する前線や
低気圧の影響により、断続的に
激しい降雨
・輪島市、珠洲市、能登町では
「大雨特別警報」が発表され、
輪島市では観測史上最大と
なる雨量を記録

【出典】金沢地方気象台「令和6年9月21日から23日の大雨に関する石川県気象速報」
https://www.data.jma.go.jp/kanazawa/shosai/tmp/20240921_sokuhou.pdf

（２）降雨量（輪島観測所:気象庁）
120.5mm（最大60分雨量）
476.5mm（累計雨量）
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農業水産業関係の被害状況

【地震】畜舎倒壊（能登町）

【地震】農地の亀裂や法面崩壊、農業機械・施設損壊、畜舎損壊など13,326件の被害
【豪雨】農地の土砂・流木堆積、農業機械・施設損壊など3,501件の被害を確認

【豪雨】流木の堆積（珠洲市）

【豪雨】水路埋塞（輪島市）

【地震】山腹崩壊（珠洲市）

【地震】地盤隆起
（鹿磯漁港（輪島市））

【地震】白米千枚田の亀裂・法面崩壊（輪島市）
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農林水産関係の被害額

奥能登豪雨能登半島地震
被害額件数被害額件数

335 億円3,501 件1,159 億円13,326 件農業

196 億円582 件776 億円2,646 件森林

0.07 億円6 件1,007 億円453 件水産

531 億円4,089 件2,942 億円16,425 件計

○ 被害額は令和6年12月末時点で2,942億円(地震)、531億円(豪雨）
平成19年能登半島地震(58億円)を上回り、石川県の記録上、過去最大

（令和6年12月末時点）
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営農の再開状況について

○二重被災により営農再開への大きな影響が懸念された中、国、県、市町、JAの連携のもと、
営農再開に向けた支援と、農家の協力により農地や水路等の復旧を精力的に実施

○現時点における令和7年の水稲作付面積は、令和6年と同等の1,900ha
営農再開面積は、令和6年とほぼ同等の2,000haの見込み

○不作付け800haの要因は、約6割・500haが生産基盤、約4割・300haが人的問題に起因

不作付け800ha

2,000haで営農再開見込み

不作付け700haR6

R7.９月
現在

地力増進作物等
300ha

地力増進作物等
100ha

【復旧の状況（輪島市町野町鈴屋地内）】

水稲等の作付見込み

復旧前

【水稲作付面積】

水稲2,800haR5

水稲1,800ha

豪雨発生 2,100haで営農再開

地震発生

復旧後

取水施設
30ha

農地
430ha

６割
（500ha）

農地や水路の
損傷等

水路
40ha

＜人的要因＞
避難等により
耕作者不在

４割
（300ha）

<生産基盤的要因>

不作付け800haの原因内訳

8

水稲1,900ha
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世界農業遺産「能登の里山里海」を活用した企業との連携

アサヒビール株式会社北陸支社
２０１０年に、地域振興活動や環境活動などに積極的に石川県

の発展に協力する「石川のあした応援宣言」を発表
（１）地域と連携推進、各種事業への協力、参加を推進いたします。
（２）県産食材の地産地消・県外へアピールできる取組を実施いたします。
（３）石川県の里山・里海を守る活動を応援いたします。

石川のあした応援宣言の取り組み 里山・里海の保全
里海体験親子バスツアーの開催
実施日:２０１０年１１月１４日 参加者:２０組４０名
コース :七尾市能登島周辺【定置網や刺し網の網上げ体験、獲れた魚を調理体験、イルカウォッチング】

２０１１年 世界農業遺産の認定を機に、 「能登の里山里海」の理解を深めても
らうため、能登の里山里海の魅力を体験し学ぶためのスタディバスツアーとして実施
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世界農業遺産スタディバスツアーの概要①

年度内２回開催 募 集:ペア１５組３０名
金沢駅発着 参加費:4,000円～4,500円
企業からの記念品贈呈 有識者の同行（車内で講座）

スタディツアーの開催にむけ、毎回、アサヒビール担当者とミーティングを開催

○ツアーのテーマ : 旬の話題や過去に実施したことがないテーマなど
○開催時期 : 天候やその時にしか体験できないことなどを考慮
○行先や体験メニュー : 旬の話題性やこれまでに行ったことのない場所
○ロケハンを実施 : 実際に現地へ行き、詳細の確認や移動線の確認
○チラシの作成など : 告知用のチラシを作成

アサヒビールとの打ち合わせ

ツアーの概要
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世界農業遺産スタディバスツアーの概要➁

テーマ：穴水の逸品に出会う旅【市町限定】 R4年11月19日
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世界農業遺産スタディバスツアーの概要➂

テーマ：能登の海藻を“見る”“食べる”“学ぶ” R5年7月２日
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世界農業遺産スタディバスツアーの概要④
テーマ：学んで応援、能登の里山里海！ R6年9月28日
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世界農業遺産スタディバスツアーの概要⑤

テーマ：能登の応援【行って応援・食べて応援・学んで応援・買って応援】 R7年3月15日
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世界農業遺産スタディバスツアーについて

２０１１年から実施し、これまで、２８回のツアー、９７５名の方が
参加。毎回、２倍以上の申込がある

バスでの移動中の車内で、企業の取組を紹介することで、企業への理解を
深めることができる

里山里海の保全活動に取り組むことで、石川県のみなさまにとって
親しみやすく、愛される企業を目指す

参加者アンケートでは、
●単なる見学ではなく、訪問先での話で見方が変わり、よかった。
●知らなかった事をたくさん知ることができた。
●自分が暮らしている地域について見直すきっかけとなった。
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企業との連携（その他）

いしかわ里山振興ファンドの仕組み

地域資源を活用した生業の創出やイベントの開催、
スローツーリズムの取組を支援

運用益
企業からの
寄付
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令和８年度のトキ放鳥場所が能登の「羽咋市南潟地区」に決定

・令和７年７月１６日能登地域トキ放鳥受入推進協
議会において令和８年度上半期中のトキ放鳥場所が
「羽咋市南潟地区（邑知潟周辺）」に決定
・県では引き続き、市町やJA等の関係機関と連携し、
餌場確保の取り組み（トキの生息環境に配慮した米
づくり）推進していきます

トキ放鳥推進モデル地区

は七尾市による単独整備地区
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次期保全計画について

能登地域の現状
〇災害から復旧・復興

→里山里海の復旧・復興の取組と生物多様性への影響
〇トキの放鳥（R8年度上半期）

→トキの生息環境整備の取組
〇企業との連携

→企業と連携した里山里海の保全活動の取組



白米千枚田（あぜのきらめき）
19


